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ふるさと団地の元気創造推進事業
～郊外型住宅団地に新たな息吹を～

平成３０年１月２３日 「第２回 住宅団地再生連絡会議」

大分市 土木建築部 住宅課 主査 光永 靖彦

大分市ふるさと団地の元気創
造推進事業について

2

大分市ふるさと団地の元気創
造推進事業について

3

モデル団地（富士見が丘団地）
について

4

大分市内には、開発規模が２０ha以上の住宅団地は２９団地あり、そのうち昭和５９年までに開発が始まった団地は２２団
地である。多くの団地では少子高齢化、人口減少が進んでおり、市内中心部から南西１２㎞の郊外に位置し、市内で最も大き
な規模を有する「富士見が丘団地」においては、その進展が顕著であったことから、同団地を団地活性化を図るためのモデル
団地に選定し、さまざまな施策に取り組んだ。

団
地

名
称

開
発
年

計画
戸数

－
世帯数及び人口 65歳以上人口 高齢化率 年少人口率

H18 H23 H28 H18 H23 H28 H18 H23 H28 H28 

富
士
見
が
丘

S45 2,853

世
帯
数

2,896 3,054 3,170 20.3％
（17.6％）

28.0％
（20.6％）

36.9％
（24.7％）

10.0％
（14.2％）

人
口

7,851 7,661 7,445 1,594 2,143 2,747

（大分市全域）



モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 公助

１．大分市子育て世帯の住み替え支援家賃補助（H23.8～29.3）

子育て世帯に限定した家賃補助制度

5

モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 公助
２．大分市住み替え情報バンク（H23.8～27.5、モデル団地限定→H27.6全市拡大）

6

モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 公助

３．大分市ふるさと団地空き家等購入支援補助金（H25.5～）

空き家等の購入支援

7

モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 公助
４．あずまやの設置（H25.3）

8



モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 共助
５．中央公園の芝生化（H23.8～）

9

モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 共助
６．第２公民館の設置（H23.8～）

健康教室 1
0

モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 自助
７．自宅開放・ギャラリー（H23～、各年11月）

1
1

モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 自助
７．自宅開放・ギャラリー（H23～、各年11月）
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モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 自助
８．団地再発見森林探検ウォーキング（H25～、各年3月）

13

モデル団地（富士見が丘団地）
での取組 自助
９．おでかけ交通（H27.3～）

14

平成２８年度実績（H28.4～H29.3）

運行可能日１０４日に対して、稼働実績は４８日、稼
働率４６％、延べ利用者１４５人となっています。

モデル団地（富士見が丘団地）での
成果（空き家・空き地の減少）

〇空き家

H２２ ４３件
H２５ ５件 ８８％解消

○空き地

H２２ １０２件
H２５ ８１件 ２１％解消

15

モデル団地（富士見が丘団地）での
成果（住宅戸数の拡大）

団地中心部に位置していた資材置き場・駐
車場等の空き地は、長年住宅用地として活
用されていませんでしたが、本事業開始1
年半後の平成23年から宅地の造成と住宅
建設が21件、平成24年度からは25件の合
計46件行われ新たな入居が進みました。
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モデル団地（富士見が丘団地）での
成果（人口減少の鈍化）

昭和45年から昭
和59年まで急激な
増加を示した人口
は（第１期）、その
後、緩やかな増加
傾向を示し、平成
11年には8,242人
とピークに達して
います（第２期）。

以後、減少の一
途をたどっており
平成25年には、
7,576人となってい
ます。しかしながら、
平成26年には15
年ぶりに対前年
（7,576人）で１名
減少の7,575人と
なりました（第3期）。
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モデル団地（富士見が丘団地）での
取組についての総括Ⅰ

徹底した合意形成活動（住民ワークショップ、合同会議）18

ワークショップの様子

19

ワークショップで議論したまちづくり
の方向性と取組メニュー

20



団地住民全体の情報共有に向け
たワークショップニュースの発行

21

モデル団地（富士見が丘団地）での
取組についての総括Ⅱ

公助

・家賃補助

・空家バンク

・固定補助

・あずまやの設置

共助

・公園芝生化

・第2公民館

自助

・自宅開放ギャラリー

・ウォーキング大会

・おでかけ交通

公助から共助、自助へバトンを渡した。
22

モデル団地（富士見が丘団地）での
取組についての総括Ⅲ

・モデル団地において、各主体が

さまざまな取組を行うことによ

り少しずつ成果が現われてきた。

↧ ↧

・モデル団地で行った取組や成果、

知見やノウハウをモデル団地以

外の住宅団地に紹介した。

23

第２モデル団地の指定

・モデル団地以外の団地でモデル団地での取組等の紹介を行ったところ、

モデル団地では取り組むことのなかった事項（買い物対策、高齢者等の

生活支援、防犯・防災対策、自治会・老人会の活動の活性化等）につい

ても、団地毎にさまざまな課題・問題があることが判明した。

↧

・郊外型住宅団地の活性化等の全市的な水平展開を図るため、以下の２

つの団地を第２モデル団地に指定し、新たな社会実験に取り組んでい

る。

①緑が丘団地 …市周辺部（富士見が丘団地の西）に位置し、少子高齢

化が顕著に進展している。

②にじが丘団地…市中心部近くに位置し、現在は少子高齢化が比較的進

んでいないものの将来的には進展が予想されている。

24



第２モデル団地での
合意形成活動

住民ワークショップ（H29,6～7）
計6回（2団地×3回）、延べ181名の住民が参加し、
団地の活性化に向けた住民ワークショップを開催
した。

Step１ まちを知ろう
まちの魅力、問題・課題点等の抽出
Step２ まちを考えよう
まちの魅力を引き出す、あるいは問題・課題点等
を解決する具体的な取組を検討
Step３ まちを描こう
取組の役割分担（自助・共助・公助）とまちづくり
の基本目標を検討

➢緑が丘団地
１２０項目の取組の提案
➢にじが丘団地
１２６項目の取組の提案

住民ワークショップ（H29,6～7）
計6回（2団地×3回）、延べ181名の住民が参加し、
団地の活性化に向けた住民ワークショップを開催
した。

Step１ まちを知ろう
まちの魅力、問題・課題点等の抽出
Step２ まちを考えよう
まちの魅力を引き出す、あるいは問題・課題点等
を解決する具体的な取組を検討
Step３ まちを描こう
取組の役割分担（自助・共助・公助）とまちづくり
の基本目標を検討

➢緑が丘団地
１２０項目の取組の提案
➢にじが丘団地
１２６項目の取組の提案

住民と市職員との合同会議（H29,9～10）
提案された取組について、他の団地への波及効果、
目的の相当性、予算等を検討するため、住民と市
職員による合同会議を開催した。

地域コミュニティ対策部会
まちづくり活動、地域コミュニティの充実
子ども・高齢者対策部会
子ども・教育・子育てへの支援、高齢者への支援
生活利便性対策部会
生活利便性の充実、買い物支援
住環境対策部会
まちの環境・景観の維持・向上、安全・安心な住環
境の整備

➢緑が丘団地
５項目の取組に集約
➢にじが丘団地
８項目の取組に集約

住民と市職員との合同会議（H29,9～10）
提案された取組について、他の団地への波及効果、
目的の相当性、予算等を検討するため、住民と市
職員による合同会議を開催した。

地域コミュニティ対策部会
まちづくり活動、地域コミュニティの充実
子ども・高齢者対策部会
子ども・教育・子育てへの支援、高齢者への支援
生活利便性対策部会
生活利便性の充実、買い物支援
住環境対策部会
まちの環境・景観の維持・向上、安全・安心な住環
境の整備

➢緑が丘団地
５項目の取組に集約
➢にじが丘団地
８項目の取組に集約
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第２モデル団地（緑が丘団地）
での取組
緑が丘団地で実施を予定している取組について(H29,11～)
１．ものづくりワークショップの実施
住民同士の多世代交流等を目的に公民館において、ワークショップや行事を開催する。
（愉快な方言講話、竹の杖づくり等を予定）

２．もみじ谷の整備（遊歩道等の設置）
団地内の自然的地域的資源を生かして整備し、団地住民の憩いやふれあいの場を創出す
る。

３．緑が丘版ファミリーサポートの実施
日常生活に支障がある団地内住民（主に高齢者）の生活支援を、団地内に住む別の方が
行うことで、住民の相互扶助により住み続けられる団地づくりを目指す。

４．健康なふるさとづくり
高齢者の健康づくり等を目的に、健康教室の拡大と充実、中央公園へのストレッチ器具
の設置、団地内にウォーキングコースの整備を行う。

５．団地内100円バスの実現
路線バスの移動利便性の向上を図るため、団地内での100円バスを実現する。
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第２モデル団地（にじが丘団地）
での取組
にじが丘団地で実施を予定している取組について(H29.11～)
１．組会議の実施
団地全域においての定期的な組会議を実施する。

２．主要団体の連携強化
自治会・老人会・子ども会の連携により、団地内の横の繋がりを強化する。

３．にじが丘サロンの設置
子どもから高齢者までが共に参加・交流し、多世代が触れ合うことのできるサロンの
設置を行う。

４．ラジオ体操同好会の立ち上げ
住民同士のふれあいや高齢者の見守りを目的にラジオ体操同好会を設立する。

５．魅力的な公園の整備
人が集まる魅力的な公園づくりを通して地域コミュニティの再生を図るとともに、公
園内に整備する花壇の管理を通して住民の交流を促進する。

６．団地内の花いっぱい運動
団地内を花でいっぱいにし、きれいで魅力あふれる団地を目指す。

７．ＩＣＴ等を活用した買い物弱者対策の実施
買い物教室、買い物代行等の新しい買い物スタイルの実現を目指す。

８．防災活動の充実
防災訓練の回数を増やすとともに、黄色い旗運動(安否確認連絡)を徹底する。
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最後に

・住宅団地は、一つひとつが異なる特徴をもっている！

規模、人口構成、高齢化率、中心部からの距離、

戸建て型or戸建て・共同住宅併存型、

商店の有無、交通環境etc.

・団地の特徴（症状）に合わせた療法の確立を！

似通った症状は、あるものの全くとして同じ

ものはない。団地の特徴（症状）に合わせた

療法の確立が必要。

28



最後に
本市が住宅団地再生の取組を続ける中で大事にしている２つのこと。

その１．徹底した合意形成活動の実施

ふるさとである団地について住民同士が徹底的に議論し、まち
づくりの方向性を住民自らが決めることで、住民の中にまちづ
くりに対する責任が生まれる。

その２．公助から共助、自助へバトンを渡す

行政の役割は、公助の取組をカンフル剤として、徐々に地域の
住民自らが団地再生に取り組んでいく体制づくりを促していく
（自然治癒力を高める）ことである。

ご清聴ありがとうございました。 29


